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研究要旨

先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の難病に対する移行期医療のガ

イドブックを作成し、遵守状況とアウトカムの評価を行い、診療マニュ

アルの普及・啓発と質の向上を進めつつ、遵守状況とアウトカムを評価す

る。また、データベースの登録を進め、その解析結果に基づいて診断基準、

診療ガイドライン等を改訂する。本年度は更に、COVID-19感染下の患者の

課題と問題点を解明し、対策を提言する。

Ａ．研究目的

COVID-19感染蔓延下（コロナ禍）で、視覚聴

覚二重障害者が直面する問題点を集約し、その

解決策を提言すること。

Ｂ．研究方法

コロナ禍で直面する問題点（特に移動に関する

こと）を、患者さんにアンケートし集計。何が

特に問題となっているかを上位から解析するこ

と。

(倫理面への配慮) 
無記名方式でアンケート結果から個人を特定す

ることはできない。

Ｃ．研究結果  

移動面について困ったことに関して、病院受診

や生活必需品の買い物などより、最上位に気分

転換・娯楽のための移動が減少したことが挙げ

られており、いわゆる不要不急に分類されるも

のの方が上位であった。

Ｄ．考察

研究結果より、コロナ禍において、生活に必要

不可欠な移動などに困っているというより、実

際は、レクリエーションに該当する移動に困っ

ていることがわかった。理由は、自身の感染へ

の懸念やまた介護者を感染させたら申し訳ない

という配慮や、このような理由での移動に公共

サービスを受けられないことなどが挙げられ

る。必要不可欠・必要最低限の移動が滞りなく

行えるようにすることに関心が向いていたよう

である。

Ｅ．結論

コロナ禍での移動の問題点は、生活に必要不可

欠なものよりも、レクリエーションの移動が、

心理的側面や公共サービス面の影響で制限され

ていることの方が大きかった。精神面の健康を

保つためにも、必要不可欠な目的の移動だけに

限らず、レクリエーション目的の移動のために

向けられたサービスの拡充は必要と思われる。
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